
令和６年度 第２回学校関係者評価委員会記録 

 

 

日 時：2024 年 11 月７日（木） 10:00～11:30 

場 所：加世田高校 会議室 

出席者：外部評価委員５人，本校委員６人（校長，教頭，事務長，学年主任） 

会順等：１ 開会 

    ２ 校長挨拶 

    ３ 資料確認，会順等説明 

    ４ 授業見学，施設見学 

    ５ 上半期の教育活動報告および生徒の現状について 

    ６ 学校評価アンケートについて 

    ７ 質疑応答・意見交換 

    ８ 閉会 

 

 

〔委員からの質問・意見等の概要〕（○は評価委員から，●は本校委員から） 

 

○生徒確保に苦慮している現状がある。「加世田高校と言えば・・・」と思い浮かぶようなキャッ

チフレーズみたいなものが欲しい。 

○ＨＰ，ブログ，インスタなどの更新頻度はどの程度か。 

●ブログ，インスタについては担当職員が主に手掛けているため，毎日更新は難しい。生徒の活

用などを進めていければと考えている。 

○日本はジョブ型の職業（教員や看護師，医師など）よりパートナーシップ型の職業が多く，７

割程度である。会社の名前や職業を言っただけでは，どんな仕事をしているか想像しにくい。

加世田高校も単に５教科の勉強をしている学校というイメージだけでは物足りない。 

○自習室などの取り組みはどのような状況か 

●３年生を中心に放課後教室に残って勉強している生徒は多い。１，２年生であっても２Ｆのコ

モンスペースなどを活用して勉強している生徒もいる。 

○是非小学校にもＰＲをして欲しい。小学校と加世田高校との繋がりが必要と感じる。今日(11/7)

は鳳凰高校の生徒が性教育の授業をしてくれており，明日は常潤高校でミカン狩り体験がある。

幼いときから加世田高校生と触れあう機会があれば良い。例えば，小学校のお別れ遠足で高校

のグランドを貸してもらうことはできないか。 

●是非活用してもらいたい。長期休み中の学習会や読み聞かせなどもできたら良いと思う。 

○地域文化祭では，小学校の金管バンドと吹奏楽部が共演させてもらい，子ども達からは「凄ぉ

い」という感想があった。吹奏楽部が小学校に教えに来ることなども良いのでは。 

○小中学校と部活動での交流ができればいいと思う。バスケットボールは中学校がお邪魔するこ

ともあったが。その他の部でも交流を。 

○私立高校が中学校を訪問する際は，必ず中学校の卒業生の成績や近況などの情報も持ってくる。



更に池田や神村学園などはどんどんチラシを持ってくる。そのような取り組みはできないか。 

●生徒の近況は中高連絡会や中学校訪問などで伝えることがあるが，参考にさせてもらいます。 

○高校生に何か頼みたいという気持ちはあるが，自分の高校時代のこともあって，勉強や部活動

が忙しいのにいろんな事を頼むのは気が引けるところもある。 

●それは構わない。部活や勉強などの合間を縫って，無理なく「行ける」生徒を募るようにして

いく。 

 


